
 

 

（参考１） 
 
主な在来型林業機械の保有状況 
 
（１）  在来型林業機械で最も普及している機械は、刈払機とチェーンソーで、それぞれ約

３５万１千台、約３０万台であり、在来型機械の大部分を占めている（参考表１）。 
（２）  平成１１年度との比較では、毎年増加傾向にあるリモコンウインチ、自走式搬器に

加えて、刈払機が約５千台、動力枝打機が約２百台の増加に転じたほか、小型運材車、

索道、トラクタに下げ止まりの傾向が見られた。（参考図１）。                                                                                                                                                                                                                       

 
 

参考表１ 主な在来型林業機械の保有状況（民有林） 
 

  
 

（単位：台）

機　　　種 H10年度 H11年度 H12年度     増減

①刈払機 346,413 345,913 350,765 4,852

②チェーンソー 306,997 300,541 300,300 -241

③小型運材車 24,264 22,345 22,238 -107

④動力枝打機 12,579 12,469 12,695 226

⑤大型集材機（10ps以上） 8,444 8,136 8,013 -123

⑥小型集材機（10ps未満） 7,946 7,691 7,525 -166

⑦索道 3,828 3,633 3,638 5

⑧トラクタ 3,754 3,372 3,290 -82

⑨自走式搬器 1,936 1,950 1,991 41

⑩モノレール 1,169 1,133 981 -152

⑪リモコンウインチ 1,063 1,112 1,142 30

合計 718,393 708,295 712,578 4,283


